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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

①業績の概況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、政府および日銀による財政・金融政策により、大企業を中心とし

た企業収益や雇用環境に改善傾向が見られるものの、一方では、アジア新興国経済の減速や英国のＥＵ離脱問題さ

らには米国新政権の政策に関する不確実性などにより、先行き不透明な状況で推移しました。

　その中で当社の属する建設コンサルタント業界の市場環境におきましては、国土強靭化対策などの国土防災・保

全対策等の通常の事業については緩やかながら減少傾向にあり、今後も厳しい状況が続くと予想されます。

　こうした状況の中、当社としては、他社との差別化を目指して、顧客のニーズに合った技術提案の強化を経営の

最重要課題のひとつとして位置付け、特に防災・減災対策分野やインフラの老朽化対策分野の受注確保を目指して

全社を挙げて取り組んだ結果、当第１四半期累計期間の受注高は４億５千２百万円(前年同期比13.9％増)となりま

した。

　収益面につきましては、後述のとおり売上高の季節的変動要因により、売上高３億９千３百万円(同31.9％増)、

営業損失１千９百万円（前年同期は営業損失３千８百万円）、経常損失２千１百万円（前年同期は経常損失４千２

百万円）、四半期純損失１千６百万円（前年同期は四半期純損失３千万円）となりました。

　

なお、セグメント別の業績は以下のとおりであります。

（建設コンサルタント事業）

建設コンサルタント事業の当第１四半期累計期間の業績は、完成業務収入３億５千万円(前年同期比37.3％増)、

売上総利益１億１千４百万円(同39.5％増)となりました。

（不動産賃貸等事業）

不動産賃貸等事業の当第１四半期累計期間の業績は、不動産賃貸等収入４千３百万円(前年同期比0.2％減)、売上

総利益１千３百万円(同5.0％増)となりました。

　

②売上高の季節的変動について

当社の主要事業である建設コンサルタント事業は、主要顧客先が国・地方自治体であることから、公共事業の工

期が事業年度末である３月および９月に集中する傾向にあるため、当社の売上高の計上時期が第２四半期会計期間

と第４四半期会計期間に偏る傾向が高い反面、販売費及び一般管理費は各四半期毎に概ね均等に発生するという季

節的変動要因があります。

（２）財政状態に関する説明

　①資産、負債及び純資産の分析

(資産)

資産合計は、55億円(前事業年度末比１億９千５百万円増)となりました。

主な増減内訳は、現金及び預金(同４千９百万円増)、受取手形及び完成業務未収入金(同１億円減)、未成業務支出

金(同１億８千５百万円増)等であります。

(負債)

負債合計は、34億１千４百万円(前事業年度末比２億２千７百万円増)となりました。

主な増減内訳は、業務未払金(同４千９百万円減)、短期借入金(同３億８千万円増)、未払法人税等(同５千１百万円

減)等であります。

(純資産)

純資産合計は、20億８千５百万円(前事業年度末比３千２百万円減)となりました。

主な増減内訳は、利益剰余金(同４千４百万円減)等であります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

本資料に記載されている業績予想につきましては、平成28年12月２日付で公表しました平成29年10月期の業績予

想から変更はありません。

なお、本資料に記載されている業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき

作成したものであり、実際の業績は、今後、様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　 該当事項はありません。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　 該当事項はありません。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成28年10月20日)

当第１四半期会計期間
(平成29年１月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 97,609 146,958

受取手形及び完成業務未収入金 300,114 199,695

未成業務支出金 442,214 627,756

貯蔵品 3,894 3,410

繰延税金資産 21,318 34,739

その他 33,400 20,432

貸倒引当金 △745 △513

流動資産合計 897,808 1,032,478

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 272,544 271,829

工具、器具及び備品（純額） 457,029 457,853

賃貸資産（純額） 951,169 939,033

土地 2,354,153 2,354,153

その他（純額） 52,063 48,856

有形固定資産合計 4,086,960 4,071,726

無形固定資産 16,892 79,840

投資その他の資産

投資有価証券 252,723 278,569

繰延税金資産 36,155 22,310

その他 14,363 15,135

投資その他の資産合計 303,242 316,014

固定資産合計 4,407,096 4,467,581

資産合計 5,304,904 5,500,060

負債の部

流動負債

業務未払金 112,204 62,448

短期借入金 300,000 680,000

1年内償還予定の社債 100,000 250,000

1年内返済予定の長期借入金 170,000 170,000

未払法人税等 54,052 2,126

未成業務受入金 204,094 185,798

賞与引当金 41,091 19,006

業務損失引当金 660 5,290

その他 186,933 179,217

流動負債合計 1,169,037 1,553,887

固定負債

社債 350,000 200,000

長期借入金 1,360,000 1,317,500

退職給付引当金 63,634 68,338

役員退職慰労引当金 202,152 173,304

その他 42,771 101,774

固定負債合計 2,018,558 1,860,917

負債合計 3,187,596 3,414,805
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(単位：千円)

前事業年度
(平成28年10月20日)

当第１四半期会計期間
(平成29年１月20日)

純資産の部

株主資本

資本金 479,885 479,885

資本剰余金 306,201 306,201

利益剰余金 1,407,353 1,362,399

自己株式 △110,526 △110,526

株主資本合計 2,082,913 2,037,959

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 34,394 47,296

評価・換算差額等合計 34,394 47,296

純資産合計 2,117,308 2,085,255

負債純資産合計 5,304,904 5,500,060
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（２）四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：千円)
前第１四半期累計期間
(自 平成27年10月21日
　至 平成28年１月20日)

当第１四半期累計期間
(自 平成28年10月21日
　至 平成29年１月20日)

売上高 298,604 393,869

売上原価 203,882 266,115

売上総利益 94,722 127,754

販売費及び一般管理費 133,563 147,604

営業損失（△） △38,841 △19,850

営業外収益

受取利息 1 -

受取配当金 3,537 3,057

業務受託手数料 4,719 6,445

その他 723 873

営業外収益合計 8,980 10,377

営業外費用

支払利息 9,367 8,069

社債利息 908 550

その他 2,705 3,325

営業外費用合計 12,981 11,945

経常損失（△） △42,842 △21,419

税引前四半期純損失（△） △42,842 △21,419

法人税、住民税及び事業税 552 552

法人税等調整額 △12,852 △5,018

法人税等合計 △12,300 △4,466

四半期純損失（△） △30,541 △16,952
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第１四半期累計期間(自 平成27年10月21日 至 平成28年１月20日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント

建設コンサルタント事業 不動産賃貸等事業 計

売上高

外部顧客への売上高 255,406 43,197 298,604

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ―

計 255,406 43,197 298,604

セグメント利益 82,039 12,682 94,722

(注) セグメント利益は、四半期損益計算書の売上総利益と一致しております。

Ⅱ 当第１四半期累計期間(自 平成28年10月21日 至 平成29年１月20日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント

建設コンサルタント事業 不動産賃貸等事業 計

売上高

外部顧客への売上高 350,738 43,131 393,869

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ―

計 350,738 43,131 393,869

セグメント利益 114,442 13,312 127,754

(注) セグメント利益は、四半期損益計算書の売上総利益と一致しております。

決算短信（宝印刷） 2017年02月22日 18時47分 7ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）


